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阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市 社長：秦雅夫）とそのグループ会社である六甲山観光株式会社（本社：

神戸市 社長：宮西幸治）は、現代アートの展覧会「六甲ミーツ・アート 芸術散歩 2018」を２０１８年９月８日（土）
から１１月２５日（日）に開催しています。今年は山上の１１会場を舞台に総勢３７組のアーティストが展示やワ
ークショップを行います。 
１１月１１日（日）まで開催中のライトアップされた紅葉とアート作品の夜間特別展示が鑑賞できる「ザ・ナイトミュージア

ム」の関連イベントとして、１１月３日（土・祝）から２５日（日）の土・日・祝日限定で安藤忠雄氏設計の「風の教会」の夜
間延長公開を行います。通常は鑑賞できない日没後に「風の教会」へ入館することができ、ライトアップされた外観や昼間とは
異なる作品の様子を鑑賞できます。 
※風の教会へは２０１８年８月１日（水）の公開以降、約１２，３００人のお客様に来館いただいており、会期終了までに約

２０，０００人の来館を見込んでいます。 
 
※展覧会開催概要は別紙をご参照ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【日 程】  
全９日間 
１１月３日（土･祝）、４日（日）、１０日（土）、１１日（日）、１７日（土）、１８日（日）、
２３日（金･祝）、２４日（土）、２５日（日） 

【時 間】１０：００～１８：３０（１８：００受付終了） 
※上記日程を除く会期中（～１１月２５日）は通常１６：５０（１６：３０受付終了）まで営業 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

その他、六甲山上で開催するザ・ナイトミュージアムの概要と関連イベントについては次ページをご参照ください。 
 
 
 

 
 

六甲ミーツ・アート 芸術散歩2018 

安藤忠雄設計「風の教会」を夜間延長公開！ 
～通常は鑑賞できない日没後に入館できます～ 

資料提供日：２０１８年１０月３０日（火） 

発信元：六甲山観光株式会社 

 

 
資料に関するお問い合わせ先 六甲ミーツ・アート 芸術散歩 2018 事務局  広報担当  
ＴＥＬ：０７８－８９４－２２１０（平日９：００～１８：００）／ ＦＡＸ：０７８－８９４－２０８８ 
 

  お客様のお問い合わせ先  六甲ミーツ・アート 芸術散歩 2018 インフォメーション 
ＴＥＬ：０７８－８９１－００４８（平日１０：００～１７：００） 
 

風の教会の夜間延長公開実施日は六甲山上バス（風の教会回り）を以下の通り２便増便して運行します。 

 ケーブル
山上駅

風の教会 みよし観音前 高山植物園
カンツリー
ハウス

ガーデン
テラス

17:40 17:44 17:46 17:47 17:48 17:50

18:20 18:24 18:26 18:27 18:28 18:30

ガーデン
テラス

カンツリー
ハウス

高山植物園 みよし観音前 風の教会
ケーブル
山上駅

17:50 17:52 17:53 17:54 17:56 18:00

18:30 18:32 18:33 18:34 18:36 18:40

さわひらき 「absent」 風の教会 

【作品紹介】 
作者である「さわひらき」はロンドンを拠点

に世界各地で活躍している日本を代表する
現代美術家で、六甲ミーツ・アート芸術散歩
には２０１６年に続き２回目の出展です。 
自身の心象風景や記憶の中にある感覚と

いった実体のない領域を、映像・立体・平面
作品などで構成されたビデオインスタレーショ
ンで表現するアーティストである作者。 
安藤忠雄の建築と向き合い、他では見るこ

との出来ない空間を作り上げています。サウ
ンドは、音楽ユニット「mama!milk」の生駒祐子
が担当しました。 
 

さわひらき 

http://www.rokkosan.com/
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≪ザ・ナイトミュージアム概要≫ 
紅葉の見ごろ時期に合わせ、夕刻から六甲高山植物園、六甲オ

ルゴールミュージアムでは夜間特別開園を行います。同企画では

「六甲ミーツ・アート 芸術散歩 2018」の会場内に展示されてい

るアート作品のライトアップを行うとともに、映像アーティス

トの髙橋匡太氏による来場者参加型のザ・ナイトミュージアム

の限定作品の公開も行います。 
 

【日 程】 １０月１９日（金）～１１月１１日（日） 

【時 間】 平日 １７：００～１８：３０ 

土・日・祝日 １７：００～１９：３０ 

【場 所】 六甲高山植物園、六甲オルゴールミュージアム  

【入場料金】 「六甲ミーツ・アート 芸術散歩2018 鑑賞チケッ

ト」または「六甲高山植物園」（大人６２０円、小人３１０円）、 

「六甲オルゴールミュージアム」（大人１，０３０円、小人５１０円）

の入場券 
※会場となる２施設共通券も販売しています。 

 
 

≪ザ・ナイトミュージアム関連イベント≫ 

■自然体感展望台 六甲枝垂れ Special Lighting 開催概要 
１０００万色以上の色彩表現ができる最新の LED 照明を 

使い、限りなく自然光に近い光で、展望台全体を覆うフレーム

を内側から照らす光のイベントです。ザ・ナイトミュージアム

期間中の限られた時間のみ鑑賞可能なスペシャルライティング

を実施します。 
 

【開催日時】１０月１９日（金）～１１月１１日（日） 

平日／１８：００～１９：３０ 土日／１９：００～２０：３０ 

【場 所】自然体感展望台 六甲枝垂れ 

【入場料金】大人３００円、小人２００円 
※ライトアップは通常の入場料金のみで鑑賞可能 
※１７：００～２１：００の上記時間帯以外は六甲山光のアート
「Lightscape in Rokko」秋バージョン「秋は夕暮れ」のライティング
を実施 

※雨天の場合は営業時間を短縮する場合あり 

 

 

■見晴らしの塔 Autumn Parasol Lighting  

スペシャルバージョン 開催概要 
８月に「六甲ミーツ・アート 芸術散歩 2018」の先行展示とし

て実施し、人気を博した「Summer Lighting Night Cafe」のパ

ラソルライティングがザ・ナイトミュージアム期間限定で復活

します。エリア内の「見晴らしの塔」と特設パラソルを連動さ

せ、幻想的な音色に合わせてライティングします。 
 
【開催日時】 １０月１９日（金）～１１月１１日（日） 

１７：００～２１：００ 

※雨天・強風の場合、パラソルライティングは中止 

【場 所】 六甲ガーデンテラス内 見晴らしの塔前広場  

【入場料金】 無料 
 
 
 
 

髙橋匡太「Glow with Night Garden Project in Rokko  
提灯行列ランドスケープ」 六甲高山植物園 

伏見雅之 六甲山光のアート「Lightscape in Rokko」 

自然体感展望台 六甲枝垂れ 

Summer Lighting Night Cafe 
六甲ガーデンテラス 見晴らしの塔エリア 

http://www.rokkosan.com/
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◆「六甲ミーツ・アート､ 芸術散歩 2018」開催概要  
六甲ミーツ・アート 芸術散歩 2018 は六甲山の自然を感じながら、 
ピクニック気分で現代アート作品を楽しむ展覧会です。 

 
【会  期】 ９月８日（土）～１１月２５日（日）※会期中無休 

【開催時間】 １０時～１７時  

※会場により１７時以降も鑑賞できる作品があります。 

【会   場】 全１１会場 

六甲ガーデンテラス、自然体感展望台 六甲枝垂
し だ

れ★、 

六甲山カンツリーハウス★、六甲高山植物園★、 
六甲オルゴールミュージアム★、六甲ケーブル、天覧台、 
風の教会★（グランドホテル 六甲スカイヴィラ会場含む）、 
六甲有馬ロープウェー（六甲山頂駅）、 
記念碑台（六甲山ビジターセンター） [プラス会場] TENRAN CAFE 

【鑑賞チケット】 ★印の有料５施設を巡ることができる「鑑賞チケット」を発売 

当日券：大人（中学生以上）２，０００円、小人（４歳～小学生）１，０００円  

発売期間：９月８日（土）～１１月２５日（日） 
 

※本チケットで有料５施設（「自然体感展望台 六甲枝垂れ」「六甲山カンツリーハウス」「六甲高山植物園」「六甲オル
ゴールミュージアム」「風の教会」）にそれぞれ会期中１回の入場（当日は再入場可）が可能です。有料５施設に入
場後も、当日以外のお好きな日（～２０１９年３月３１日）に、いずれかの有料施設に更に１回入場できる特典つ
きです。（冬季に閉園する施設もあります） 

※風の教会は作品展示期間中（８月１日（水）～１１月２５日(日)）のみ入場可能です。 
※各施設へ個別で入場の場合は、５施設+１施設で合計大人３，３７０円～４，１００円です。 
※当日券はコンビニ発券端末からも購入可能。詳しくは web サイト（http://www.rokkosan.com/art2018/）をご確認
ください。 

※当日券は学生証の提示で学生割引料金（１，８００円）を適用 
※本チケットの料金に六甲ケーブル、六甲山上バス、六甲有馬ロープウェーの運賃は含まれていません。 
※プラス会場「TENRAN CAFE」の展示作品の見学については、カフェのご飲食利用が必要です。 
  
【 主  催 】 六甲山観光株式会社、阪神電気鉄道株式会社 

【 共  催 】 六甲摩耶観光推進協議会 

【運営協力】 グランドホテル 六甲スカイヴィラ、一般財団法人神戸すまいまちづくり公社、 

兵庫県神戸県民センター、大阪市立デザイン教育研究所 

【特別協力】 一般社団法人 兵庫県宅地建物取引業協会 

【 助  成 】 公益財団法人 神戸文化支援基金、 

損保ジャパン日本興亜「SOMPO アート・ファンド」（企業メセナ協議会 2021ArtsFund） 

【総合ディレクター／キュレーター】 高見澤清隆 六甲オルゴールミュージアム シニアディレクター 

[敬称略、順不同] 
  

◆作品イメージ      
六甲山のエリア特性をじっくりと読み込み、自然や景観、歴史を採り入れた作品を各会場に展示します。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
川上和歌子「金平糖ハウス」 

２０１８年 六甲ケーブル 

 

 

木村剛士「畑になる/人」 

２０１８年 六甲山カンツリーハウス 

 

佐川好弘「＃ROKKO」 

２０１８年 自然体感展望台 六甲枝垂れ 

 

 

花田千絵「ほどけるとき」 

六甲オルゴールミュージアム 

【別紙】 

http://www.rokkosan.com/

